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広報しらかわ ２

男：30,341人
女：30,798人
計：61,139人（－56）
世帯数：23,437世帯（－7）
※（　）の数字は前月比

市の人口と世帯数（１月１日現在）

今月の納期限／２月28日㈬まで

◇固定資産税（第４期）
◇国民健康保険税（第８期）
◇介護保険料（第８期）
◇後期高齢者医療保険料（第７期）
◇下水道受益者負担金（第４期）

３月の日曜窓口

　一部証明書の発行や市税の納付などの手続きを
受け付けます。取り扱い業務については、事前に
お問い合わせください。
◇時間／午前８時30分～正午
◇期日／４日㈰・11日㈰・18日㈰・25日㈰

問本庁舎市民課　内2154

「広報しらかわ」は、環境にやさしい再
生紙と植物油インキ、UD フォントを使
用しています。

市営住宅の募集

　市営住宅の募集は毎月15日に発表して
います。詳しくは市ホームページをご覧
ください。

問本庁舎建築住宅課　内2262

！

今月号の表紙
　今月号の表紙は、白河市
成人式に参加した同級生5
人組です。「これからは、大
人としての自覚と誇りを持
ちたい」と話し、笑顔で撮
影に協力してくれました。
　この日は晴天に恵まれ、
会場の外では、久しぶりに
会った友人と、お互いの成
長を喜び合う姿が多く見ら
れました。

◆白河市役所　本庁舎
　〒 961-8602　福島県白河市八幡小路 7-1 ☎� 1111（代）
　Ｆａｘ� 2577 ／ E メール hisho@city.shirakawa.fukushima.jp

◇表郷庁舎 
　〒 961-0492　表郷金山字長者久保２　☎� 2111 ／Ｆａｘ� 2234
◇大信庁舎
　〒 969-0392　大信町屋字沢田 15-1　☎� 2111 ／Ｆａｘ� 2409
◇東庁舎
　〒 961-0392　東釜子字殿田表 50　☎� 2111 ／Ｆａｘ� 3584

『
心
の
情
景
を
す
く
い
と
る
』

　
彼
は
、
身
近
な
風
景
や
出
来
事
を
愛
し
く
想

う
心
を
表
現
し
た
。「
く
も
り
硝
子
の
向
う
は
風

の
街
」。
風
・
街
が
作
品
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ

て
い
る
。
原
点
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
青
山
や
麻

布
、渋
谷
界
隈
に
あ
っ
た
。
路
面
電
車
が
走
る
。

白
い
道
に
埃
が
舞
う
。
青
い
空
や
雲
が
近
く
に

見
え
る
。
春
色
や
秋
色
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
。

自
然
が
あ
り
、
生
活
の
営
み
が
あ
っ
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
道
が
広
が
り
、
ビ
ル
が
で

き
る
。
生
家
も
消
え
、
懐
か
し
の
友
も
散
っ
て

い
く
。
故
郷
が
消
え
た
。
風
は
流
れ
て
い
く
も

の
、
そ
れ
は
失
わ
れ
た
街
へ
の
郷
愁
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
彼
は
、
風
街
に
少
年
の
頃
の
古
き

良
き
東
京
の
面
影
を
重
ね
て
い
る
。

　「
何
故
あ
な
た
が
時
計
を
チ
ラ
ッ
と
見
る
た

び
泣
き
そ
う
な
気
分
に
な
る
の
？
」
誰
も
が
共

感
す
る
心
の
機
微
を
と
ら
え
る
。「
煙
草
の
匂
い

の
シ
ャ
ツ
」
は
嫌
わ
れ
る
が
、
好
き
で
あ
れ
ば

許
せ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
日
常
の
些
細
な
こ

と
を
す
く
い
と
る
の
が
実
に
う
ま
い
。
チ
マ
チ

マ
と
し
た
繊
細
な
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
る
人
間

の
本
質
を
、
巧
み
に
表
現
す
る
。

　
一
方
、
湿
気
の
多
い
歌
は
好
ま
な
い
。
傷
口

を
な
め
あ
う
こ
と
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。

心
が
く
じ
け
倒
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
ど
う

立
ち
直
る
か
。
ど
う
す
れ
ば
折
れ
た
心
を
癒
せ

る
の
か
。
希
望
や
再
起
を
言
葉
に
す
る
。
人
が

好
き
。
人
が
い
る
か
ら
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
人

と
風
景
が
溶
け
あ
い
歌
が
生
ま
れ
る
。
ク
ー
ル

に
み
え
る
詩
人
の
心
は
熱
く
、
優
し
い
。

　『
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
』『
ル
ビ
ー
の
指
環
』

な
ど
、
多
く
の
名
曲
を
手
が
け
た
作
詞
家
、
松

本
隆
。
昨
年
秋
、文
化
芸
能
で
の
功
績
に
よ
り
、

紫
綬
褒
章
に
輝
い
た
。
２
千
曲
以
上
の
詞
を
紡

ぎ
出
し
た
言
葉
の
魔
術
師
。

　
彼
は
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
出
身
。
グ
ル
ー
プ
サ

ウ
ン
ズ
や
フ
ォ
ー
ク
の
全
盛
期
に
、
こ
れ
に
あ

き
た
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
。大
瀧
詠
一
、

細
野
晴
臣
ら
と
、
今
や
伝
説
と
な
っ
た
『
は
っ

ぴ
い
え
ん
ど
』
を
結
成
。
彼
は
作
詞
と
ド
ラ
ム

を
受
け
持
っ
た
。

　「
ロ
ッ
ク
に
日
本
語
は
合
わ
な
い
」
と
の
見

方
を
覆
そ
う
と
、
英
語
で
は
な
く
日
本
語
に
よ

る
ロ
ッ
ク
を
目
指
し
た
。
日
本
語
が
な
じ
ま
な

い
音
楽
に
叙
情
的
な
詞
を
乗
せ
、
自
作
自
演
す

る
。
し
か
し
、
才
能
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た
面
々

が
、
と
も
に
活
動
す
る
の
は
難
し
い
。
バ
ン
ド

は
三
年
で
解
散
し
、
各
々
の
分
野
に
進
む
。

　
松
本
は
作
詞
家
の
道
を
選
ぶ
。
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
や
中
原
中
也
の
詩
が
好
き
な
文
学
少
年
だ
っ

た
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
影
響
も
あ
り
、
ロ
ッ
ク
に

も
ひ
か
れ
て
い
た
。
柔
ら
か
く
繊
細
な
詩
人
の

感
性
と
ロ
ッ
ク
が
結
び
つ
く
。
ロ
ッ
ク
の
ビ
ー

ト
と
リ
ズ
ム
を
生
か
し
た
言
葉
選
び
は
、
新
鮮

だ
っ
た
。

　「
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
は
、
若
い
男
女

の
恋
愛
と
別
れ
を
、
往
復
書
簡
の
形
式
で
切
な

く
歌
っ
た
名
曲
。「
恋
人
よ
　
ぼ
く
は
旅
立
つ
」

～
『
都
会
の
絵
の
具
に
　
染
ま
ら
な
い
で
帰
っ

て
』。
時
が
た
ち
「
ス
ー
ツ
着
た
　
ぼ
く
の
写

真
を
見
て
く
れ
」
～
『
い
い
え
　
草
に
ね
こ
ろ

ぶ
あ
な
た
が
好
き
だ
っ
た
の
』。
や
が
て
「
恋

人
よ
　
君
を
忘
れ
て
変
わ
っ
て
く
　
ぼ
く
を
許

し
て
」
～
『
最
後
の
わ
が
ま
ま
　
涙
拭
く
木
綿

の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
く
だ
さ
い
』。

　
す
べ
て
が
東
京
へ
向
か
っ
て
い
た
頃
。
都
会

へ
の
夢
を
捨
て
ら
れ
な
い
男
性
。
お
と
な
し
く

耐
え
て
待
つ
女
性
。
で
も
彼
女
は
、
都
会
の
空

虚
さ
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ビ
ル

の
谷
間
の
夕
陽
よ
り
、
山
並
に
沈
む
夕
陽
が
い

い
。
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
、
つ
つ
ま
し
く
も

心
穏
や
か
に
暮
ら
せ
れ
ば
い
い
。
木
綿
と
は
故

郷
の
こ
と
。
故
郷
に
は
文
化
や
伝
統
、特
産
物
、

人
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
。
こ
の
曲
は
、
故
郷
の

魅
力
を
磨
き
、
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
数
年
前
、
京
都
に
居
を
移
し
た
。
春
は
桜
の

ト
ン
ネ
ル
を
、
秋
は
紅も

み
じ葉
の
絨じ

ゅ
う
た
ん毯
を
歩
く
。
西

行
、
芭
蕉
、
良
寛
ら
漂
泊
の
詩
人
の
足
跡
を
た

ど
り
、
歌
の
言
葉
を
探
し
た
い
と
い
う
。
作
詞

は
余
計
な
も
の
を
削
い
で
い
く
作
業
。
説
明
し

す
ぎ
ず
、
余
白
を
大
事
に
す
る
。
言
葉
の
洪
水

に
溺
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、余
白
は
必
要
。

余
白
に
余
韻
が
あ
り
、
美
が
生
ま
れ
る
。
も
の

静
か
で
ダ
ン
デ
ィ
な
作
詞
家
の
挑
戦
は
続
く
。

市長の手控え帖
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